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現代社会論全教員担当教員
現代社会論＜総論＞科 目 名

複数担当形態

通年開講時期演習４単位
（各論とあわせて）

単 位 数
授業形態特になし。テキスト

講義概要
■到達目標
・現代社会を構成する様々な要素とその現状、要素間の相互関連性を理解し、意見が表明できる。
・自分たちが生活を営む現代社会における自分の「立ち位置」（社会における役割など）を探求･確認し、
自分なりに表現できる。

■授業の概要
・選択履修する各論の学習に当たって、事前にこの総論で「現代社会」の概観を知り、考え、共有する。
社会の成熟化現象を切り口に、私たちが生活を営む「現代社会」を見ていく。
・展開される各論で扱うテーマ・内容は、それぞれ無関係にバラバラに存在するのではなく、成熟化が
進む現代社会の中で相互に複雑に絡み合って存在しているという事実を学ぶ。
・報告や討論等を通じて、他者に自分の実践内容や考えを伝え、共有していくために必要不可欠なコミュ
ニケーション能力を高める。

■授業計画
第１回　「現代社会論」とは
第２回　各論担当教員から見た「現代社会」
第３回　各論クラス選択のためのフリートーク／各論クラス選択①
第４回　各論クラス選択んためのフリートーク／各論クラス選択②
第５回　学生による各論クラスの授業実践についての中間報告
第６回  学生による「『現代社会論』で学んだこと」についての報告と討論①
第７回　学生による「『現代社会論』で学んだこと」についての報告と討論②
第８回　学生による「『現代社会論』で学んだこと」についての報告と討論③
第９回　学生による「『現代社会論』で学んだこと」についての報告と討論④

■準備学習
・中間報告に向けた発表内容を検討し、準備を行う。
・合同授業で学んだこと等をレポートにまとめる。
・「『現代社会論』で学んだこと」に向けて報告内容を検討し、準備する。

■評価方法
原則、各論担当教員が担当学生分の成績評価を行う。＜総論＞に対する参加姿勢について気になった学
生に関しては、各論担当教員に意見を出し成績評価の参考にしてもらう。
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